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(1) 発明の名称：発明の主題を適切に表現した簡潔な名称。
(2) 技術分野：「本発明は、○○に用いられる△△化合物に関する。」というように記載する。
(3) 従来技術：先行技術調査の結果に基づいて、本発明に最も近接した先行技術を記載する。
(4) 解決する課題：先行技術と対比して本発明の優位性、本発明が奏する効果としての物性を記載する。
(5) 発明の効果：化学などの技術分野では、発明の効果は、実施例による裏付けが必要である。
(6) 発明を実施するための最良の形態：発明の特定事項を洩れなく具体的に記載する必要がある。
(7) 特許請求の範囲：本発明が目的とする効果を奏するために必要最小限となる発明特定事項を厳選して記載すべきことに注意することが大切である。請求項は複数でもよい。






